
 

 

本市の公債償還基金残高の推移 
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公債償還基金の取崩し額の累計

（本来，積み立てるべき額）

実際の残高

(億円)

 

○ 本市の市債の一部は，市債発行後 30 年後に一括して償還する「満期一括償還方式」

を採用していることから，毎年度，過去の市債発行額に応じて，計画的に一定額を

公債償還基金に積み立て，最終返済年度にそれまで積み立てた分を取り崩して返済

している。 

○ 財政基盤がぜい弱であることに加え，三位一体改革以降，地方交付税が大幅に削

減される中，本市では，市民サービスを維持・向上させるため，この公債償還基金

を追加で取崩して，不足する財源を穴埋め（特別の財源対策としての公債償還基金

の取崩し）している。 

○ この累計が６７８億円まで拡大しており，本来，２，０３３億円の残高を確保す

る必要がある中，実際の残高は１，３５５億円となっている。 

※ ただし，計画的な積立ては確実に実施しており，基金残高自体は 10 年前の  

７０１億円から，１，３５５億円と６５０億円以上増加しており，現時点では，

当面の償還に必要な残高は確保 
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